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第
一
章
中
第
二
節
の
二
を
第
二
節
の
三
と
し
、
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節
の
四

特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
等

（
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
）

第
九
条
の
二

法
第
六
条
の
三
第
一
項
本
文
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
八
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定

す
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
方
法
若
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
も
の
又
は
同
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す

る
こ
と
と
す
る
。

（
確
認
審
査
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
）

第
九
条
の
三

法
第
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計

算
基
準
並
び
に
法
第
十
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
特
定
構
造
計
算
基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計

算
基
準
は
、
第
八
十
一
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
構
造
計
算
で
、
法
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す

る
方
法
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
章
第
二
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節
の
二

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定

（
受
検
資
格
）

第
八
条
の
四

法
第
五
条
の
四
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
構
造
設
計
の
業
務

二

法
第
六
条
第
四
項
若
し
く
は
法
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
審
査
又
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
確
認
の
た
め
の
審
査
の
業
務
（
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
審
査
の

業
務
を
含
む
も
の
に
限
る
。）

三

建
築
物
の
構
造
の
安
全
上
の
観
点
か
ら
す
る
審
査
の
業
務
（
法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判

定
の
業
務
を
除
く
。）で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
が
同
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
と
同
等
以
上
の
知
識

及
び
能
力
を
要
す
る
と
認
め
た
も
の

（
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
の
基
準
等
）

第
八
条
の
五

法
第
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
は
、
建
築
士
の
設
計
に
係
る
建
築

物
の
計
画
が
法
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
構
造
計
算
基
準
又
は
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
に
適
合

す
る
か
ど
う
か
の
審
査
を
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
に
つ
い
て
行
う
。

２

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
及
び
第
八
条
の
二
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
に
、
第
七
条
及
び
第

八
条
の
規
定
は
構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者
検
定
委
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第

二
項
中
「
建
築
行
政
又
は
確
認
検
査
の
業
務
若
し
く
は
第
二
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

六
条
の
三
第
一
項
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
又
は
第
八
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
業
務
」
と
、
同
条
第
三
項

中
「
第
六
条
第
一
項
の
建
築
基
準
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
構
造
計
算

基
準
及
び
特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準
」
と
、
第
五
条
第
一
項
中
「
毎
年
」
と
あ
る
の
は
「
三
年
に
」
と
、
第
六

条
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
の
五
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
受
検
手
数
料
）

第
八
条
の
六

法
第
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
受
検
手
数
料
の
額
は
、
三
万

四
千
円
と
す
る
。

２

第
八
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
受
検
手
数
料
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
十
七
条
の
九
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
第
七
十
七
条
の
十
七
の
二
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
七
十
七
条
の
九
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
十
号

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
四
号
）
附
則
第
一
条
本
文
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
十
一
号

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
五
条
の
四
第
三
項
、
同
法
第
五
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
八
項
、
同
法
第
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
の
三
第
一
項
、
同
法
第
六
条

の
三
第
一
項
、
第
十
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
、
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
、
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
及
び
第
三

十
五
条
の
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、同
法
第
三
十
六
条
、

第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
の
二
十
三
第
四
項
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
同
法
第
七
十
七
条
の
六
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
七
条
の
六
十
五
並
び
に
同
法
第
八

十
六
条
の
七
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
九
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
節
の
二

建
築
基
準
関
係
規
定
（
第
九
条
）」を
「
第
二
節
の
二

構
造
計
算
適
合
判
定
資
格
者

第
二
節
の
三

建
築
基
準
関
係
規
定
（
第
九

第
二
節
の
四

特
定
増
改
築
構
造
計
算
基
準

検
定
（
第
八
条
の
四

第
八
条
の
六
）

条
）
等
（
第
九
条
の
二
・
第
九
条
の
三
）
」に
、「
第
三
十
六
条
の
三
」
を
「
第
三
十
六
条
の
四
」
に
、「
建
築
基
準
適
合
判

定
資
格
者
の
」
を
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
等
の
」
に
、「
第
百
三
十
七
条
の
十
八
」
を
「
第
百
三
十
七
条
の
十

九
」
に
改
め
る
。

第
六
条
及
び
第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
指
定
資
格
検
定
機
関
」
を「
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
」

に
改
め
る
。

第
八
条
の
三
第
三
項
中
「
指
定
資
格
検
定
機
関
」
を
「
指
定
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
機
関
」
に
、「
資
格

検
定
事
務
規
程
」
を
「
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
事
務
規
程
」
に
改
め
る
。
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